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▶︎ゲスト　八戸市健康部保健所すくすく親子
　　　　　健康課
　　　　　母子保健グループリーダー

坂本泰子さん

　　　　　　　　今月はロータリーの母子健
　　　　　　　康月間ですので、坂本様より
　　　　　　　「八戸市の母子保健」につい
　　　　　　　て卓話をいただきます。
　　　　　　　　だいぶ暖かくなってきまし
た。関東ではもう桜も散り始めているところ
もあるようです。八戸はまだまだですが、
三八城公園の開花予想が₄月19日、満開予報
が₄月23日頃と出ていました。

　　　　　　　〇ロータリーレートのお知ら
　　　　　　　せ　₄月１日より、１ドル＝
　　　　　　　122円

親睦・会場委員会　　　　夏川戸　斉委員長
　　　　　　　○ニコニコボックスの報告
　　　　　　　◦誕生祝　増田　敏
　　　　　　　　　　　　広瀬知明さん
　　　　　　　◦奥様誕生祝
　　　　　　　山村和芳・橋本八右衛門さん
橋本八右衛門さん　春の交通安全週間はじま
　　　　　　　　　りました。飲酒運転は絶
　　　　　　　　　対やめましょう。
夏川戸　斉さん　坂本さん本日はよろしくお
　　　　　　　　願いします。
小井田和哉・佐々木泰宏・道尻誠助�ニコニコ
　　　　　　　　　　　　　　　　�
赤澤栄治・廣田　茂・渡辺　孝さん�　 デー

職業奉仕委員会　　　　　佐々木泰宏委員長
　　　　　　　　₄月27日に職場訪問例会を
　　　　　　　企画しています。場所は共同
　　　　　　　物流サービスという八戸卸セ
　　　　　　　ンターで運営している物流会
　　　　　　　社です。市内に₇か所、岩手
県金ヶ崎、仙台とあちこちに物流センターを
もっていて、今回は八戸市内の第₂物流セン
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奉仕をしよう みんなの人生を豊かにするために
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今できる親睦と奉仕を！
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ターを見学する予定です。AIを駆使したロ
ボットアームや稼働している自動走行機を見
られますので、普段なかなか見ることのな
い、立ち入ることのない場所だと思いますの
で、ぜひこの機会にご参加をお願いします。

ロータリー財団委員会　　　石橋敏文委員長
　　　　　　　　先ほど幹事からもロータ
　　　　　　　リーレートのお知らせがあり
　　　　　　　ました。今年もロータリー財
　　　　　　　団の寄付がまだ滞っているよ
　　　　　　　うですので、宜しくお願いし
ます。

米山奨学委員会　　　　　　山田慶次委員長
　　　　　　　　米山委員会は昨年10月の米
　　　　　　　山月間で米山はこういうすば
　　　　　　　らしい活動をしているという
　　　　　　　ことを皆さんにご理解してい
　　　　　　　ただいて、それであれば寄付
をしようということになるのですが、今のコ
ロナでそれができない。できない理由は弘前
に米山留学生が来ているのですが、その方に
来ていただいて理解を深めようということに
しましたが、今のコロナの状態でできない。
　米山が始まった歴史もありますが、ロータ
リアンとして世界から日本に来ている子ども
たちに支援活動をしている資金を皆さんにお
願いします。₆月までに寄付をよろしくお願
いします。

築舘智大ガバナーノミニーより報告
　　　　　　　　お願いが₃つあります。
　　　　　　　①2830地区でゆるキャラを作
　　　　　　　　るようにしたいと思ってい
　　　　　　　　ます。わたしの年度では公
　　　　　　　　共イメージ委員会の100万
　円の予算の中で、マスコットキャラ、ゆる
　キャラの着ぐるみを作りたいと思っていま
　す。今インターアクトクラブの方々にご案
　内を差し上げて募集をかけ、インターアク
　トクラブの高校と提唱ロータリークラブに
　郵送しました。当クラブも八戸工大第二高
　等学校インターアクトクラブを抱えていま
　すので、夏堀委員長にコミュニケーション
　をとっていただいて盛り上げていただきた
　いと考えています。
②地区大会の際にガバナーが予算100万円で
　どこかに何かを寄付しています。わたしは
　八戸で何かをやろうと考えるよりも皆さん
　に公募したい。八戸に限らず青森県全部で、
　知り合いのNPO法人などの奉仕団体をご
　存じの方がいらっしゃれば、その方々に応
　募いただいて審査の上、その方たちに100
　万円分の何かを寄贈することをしたいと思
　います。
③ガバナー年度ではいろんな行事がたくさん
　あります。各担当地区幹事の方がいらっ
　しゃいますが、各クラブにホストクラブの
　お願いに歩いています。これからいろいろ
　なクラブの方々から、わたしもこれに参加
　したいという方が出てくると思いますので、
　わたしの年度では皆さん一緒になって地区
　全体で盛り上がっていきたいと考えていま
　すので、宜しくお願いします。

「八 戸 市 の 母 子 保 健」

坂　本　泰　子　さん

　　　　　　　　八戸市総合保健センターは
　　　　　　　田向に令和₂年にできました。
　　　　　　　八戸市保健所は総合保健セン
　　　　　　　ターの中に入っています。
　　　　　　　　健康部保健所：保健所の中

には保健総務課、保健予防課、衛生課、健康
づくり推進課、すくすく親子健康課、こども
家庭相談室などたくさんの課が入っています。
主に保健予防課が今話題の新型コロナ感染症
の対策、予防および蔓延防止に関することを
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職員が総出で必死になって対応業務を日夜
やっているところです。土日もほとんどなく、
市内の流行になっている方々の支援に当たっ
ている課が保健予防課で、保健所内の関係課
全部が保健所業務としてコロナ対策にもあ
たっています。
　わたしはこの₄月からすくすく親子健康課
に異動、₃月までは健康づくり推進課の中で
母子保健事業を行っていました。₄月からは
母子保健の部分が切り離され、新たに新設と
なりました。わたしが子育て世代包括支援セ
ンター事業を立ち上げたり、いろいろ事業の
方をやっていましたので、本日ここにお邪魔
してお話しさせていただいています。また、
福祉事務所所管の子ども家庭相談室は子ども
家庭総合支援拠点を持ち、子供虐待、DVな
どを担当している課で、ここは福祉事務所所
管になっていますが、本庁から移ってきて、
同じ部内、同じフロアで仕事をしています。
　これは八戸市の人口動態、年齢₃区分別の
人口構成です。平成29年の人口233,002人、
年少人口は28,317人、12.2％。65才以上老齢
人口は66,143人、28.4％でした。令和₃年度
は人口224,550人、8,452人減少しています。
年少人口25,702人、11.4％。₅年間で2,615
人減っています。老齢人口は70,018人、
31.2％。3,875人増えています。年々少子高
齢化が進んでいます。
　出生数は平成22年は1,869人生まれまし
た。年々子どもの出生数は減っていて、平成
30年には1,604人、令和元年は1,460人、令和
₂年1,387人、令和₃年には1,287人と1,300
人を切りました。約100人弱くらいの子ども
の出生数が減っているのが現実です。合計特
殊出生数ということで、15才から49才までの
女子の年齢出生数を合計したもの、１人の女
性が一生の間に産む人数についても1.4代を
キープしていたのが令和₂年には1.31まで落
ちています。今まで県よりも高い数値を示し
ていましたが、令和₂年においてはガクンと
下がってしまい、１人の女性が一生の間に産
む数の目標をわたし共は1.9人、国は1.8人と
思っていますが、1.4も切り1.31人。出生数

を見ているとコロナの影響もあるのかなと思
いますが、何とか一人でも出生数が増えるこ
とを望んでいる現実があります。只今は少し
前の資料をご説明しましたが、今後も人口減
少および小子高齢化の加速が推測されていま
すので、何とかこの現状を踏まえつつ、わた
したち母子保健の活動をしていきたいと考え
ています。
　こちらの資料は国の資料の動向で、子育て
世代包括支援センターの全国展開の資料です。
ライフスタイルや経済社会の変化の中で、子
育て世代を身近な地域で支える仕組みを整備
しようということで、国ではこの仕組み作り
を検討してきました。従来より母子保健と子
育て支援の両面から多様な支援の充実に努め
るようにして、それぞれ事業をしておりまし
たが、センターの運営というところで、この
地域全体を日々の暮らしの中でみながら、子
育てを何とかサポートしていくということで、
妊産婦および乳幼児およびその保護者の生活
の質の改善、向上、胎児から乳幼児にとって
良好な環境の維持を図ることが重要とされて
います。
　国では妊娠期から子育て期にわたる切れ目
のない支援を提供できることを目指して、子
育て世代包括支援センターを設置しなさいと
いうことで、母子保健法に平成29年₄月１日
付で施行されています。法律の中では母子健
康保険センターと定義されていましたが、全
国展開を目指すようにということで各市町村
はこれに取り組んでいるところです。県内40
市町村がありますが、2020年度までにほとん
どの、あと₂、₃を残した市町村でセンター
が設置されていると県から聞いています。
　具体的には子育て世代支援包括支援セン
ターは妊産婦、乳幼児の支援に必要な実情を
まず把握しなさい。そして妊娠、出産、育児
に関する相談に応じ、必要な情報を提供し、
その助言や保健指導をしなさい。支援プラン
を策定して、保健医療機関、福祉関係などの
連携、連絡、調整をとる。これが一人一人に
やっていきなさい。そのマネジメント機能が
子育て世代包括支援センターの役割ですと位



置付けられています。
　さらには度重なる子どもの虐待事案を受け
て、平成28年の児童福祉法の一部改正をする
法律というところで、母子保健施策を通じた
児童虐待防止対策のさらなる強化を図るよう
にということで、妊娠届け出時から乳幼児の
健診等において児童虐待の予防やその早期発
見にしするようにしなさい、というところが
母子保健上でも明記され、随時各種事業や対
応の中で虐待に視点を置きつつ、各種事業が
展開されるようになりました。
　また「健やか親子21」ということで国で活
動していますが、これは関係者が一体となっ
て母子保健の国民運動計画を作って、取り組
みなさいというところで母子保健の取り組み
の方向性とその目標や指標を示しつつ、その
目標値に向かって展開をするものです。現在
は「健やか親子21」は第二次の計画の最中
で、平成27年から令和₆年度までの事業と
なっています。「すべての子どもが健やかに
育つ社会の実現」そのためには重点施策とし
て、育てにくさに寄り添う支援、妊娠期から
の児童虐待防止対策に重点課題を置きつつ、
切れ目のない妊産婦・乳幼児の保健対策。学
童期、思春期から青年期に向けた保健対策、
子供の健やかな成長を守り、育む地域作り。
これを基礎基盤課題としながら目標値、指標
を定めて母子保健事業をしていきます。
　八戸市も各種事業などでこれらの指標に乗
りながらやっているところです。田向の八戸
市子育て世代包括支援センターは平成30年10
月に課の中にセンターを設置しています。右
側は誰でも気軽に相談できるようにと、個室
も少し整備して保健師の他、助産師も専門職
として配置しています。愛称は“ハチマム相
談”ということで、八戸のママたちが相談で
きる場所、サポートする職員がいる場所とい
うことです。最近はハチマム相談に来ました
ということで常連客も増えているとことです。
　母子手帳を出しながら、ハチマムサポート
ブックということで、各種情報誌を入れた冊
子を差し上げ、母子手帳交付時に説明してい
ます。母子手帳を交付される妊婦にはいろい

ろな背景があります。すべての妊婦に妊娠・
出産・子育てに対する思いを伺っています。
かわいい子が生まれてくるといいな、無事に
産みたい、夫婦で一緒に育てたい、妊婦の幸
せな思いがたくさんあふれている方が半分以
上です。
　わたしたちは先ほどらい言っている支援プ
ランを「ハチマム応援プラン」として、一人
一人に寄り添った支援プランの作成に努めて
います。どういうことかと言うと、先ほどお
話したような特に問題がないような方は母子
保健事業のお勧め、妊婦健診をいつの時期に
受けましょう、歯科検診を受けていきましょ
うという説明だけに終わる方もいます。一方
で複雑な背景のある方はサポート事業として
保健師の訪問を早めに組み入れたり、課題を
整理したり、利用できる子育てサポート事業
などを提案していきます。その方は少しでも
不安が軽減して、妊婦本人が今後どのように
して妊娠出産に向かっていくといいのかを考
えていただくようにじっくりと相談します。
相談をする時間は単純な方だといろいろな事
業説明だけで窓口に30分くらい座っています
が、複雑な方では１時間以上説明やいろんな
相談を受けている場面が多くなります。
　お手元の資料に、すくすく親子健康課、子
育て世代包括支援事業の全事業が載っていま
す。母への支援と子への支援の₂通りに分か
れます。母子手帳をもらう時から支援プラン
を作り、その後は赤ちゃん訪問をします。産
婦さんへ育児の気持ちを聞いて、何か困った
ことはないかということで二段階でプランを
確認しつつ、本人の支援に努めています。そ
れ以外は妊娠期の支援、産後の支援が母への
支援になります。
　子への支援は赤ちゃんが生まれると出生届
は出しますが、こちらの課へは出生通知書と
いうことで赤ちゃんが生まれた情報をいただ
き、その後、赤ちゃん訪問、乳児健診の受診
票の交付の流れになり、乳幼児健診や各種相
談の説明をしていきます。また今年度は保健
予防課のほうから移管された小児慢性特定疾
患の事業や未熟児療育医療事業もすくすく親
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子健康課に移ってきました。各種事業がたく
さんありますが、これらを説明しながら適時
適齢時期に受けられるように親御さんに説明
しながら、子育てをしてもらっている流れと
なります。
　◦まず産前産後サポート事業：妊娠中から
　　産後にかけての支援。妊娠期にわたした
　　ちが母子手帳交付から赤ちゃんが生まれ
　　るまで関われなかったということで、妊
　　婦への電話支援、妊娠₈～₉ケ月の妊婦
　　に電話による支援をして、妊娠あるいは
　　出産への悩みなどを伺いなから不安の軽
　　減や説明をしています。
　◦妊産婦交流会：孤立感の解消や仲間作り
　　として月１回集いを開いています。
　◦産前産後ケア事業：市内の助産院に事業
　　委託をしており、産婦の心身のケアとい
　　うことをお願いして、事業を展開してい
　　ます。
　◦産婦健康診査事業：令和₂年₄月から産
　　後うつの早期発見や新生児の虐待予防で、
　　産後₂週間、産後１か月健診の₂回、メ
　　ンタルヘルスチェックを行いながら、市
　　内の医療機関等と連携して個別支援を実
　　施するものとして展開しています。
　このように妊産婦への支援を強化してケア
にあたっています。
　子ども・乳幼児への支援：まずは赤ちゃん
が生まれるとすべての赤ちゃんのいる家庭に
訪問することを目標に、毎日に頑張っていま
す。このコロナ禍においても感染対策あるい
は感染症の有無をしっかり確認しながら、訪
問させていただいています。ただ中にはコロ
ナで外部の方と会いたくないと言われる方も
いて、その方は時期をずらしながら訪問をし
て、お母さんたちの思いや困ったことがない
かということで訪問に入っているところです。
　乳児健診、幼児健診は今はコロナの影響で
１歳半、₃歳児健診が一時止まって、集団な
ので₂か月ほど開催を見合わせ、延期をかけ
ていましたが、₃月末から再スタートしたと
ころです。これも感染対策、接触者、できる
だけ動かないでその場所に留まることに四苦

八苦していますが、何とか対象者の数を制限
しながら再開をかけているところです。ただ
どの健診においても、対象時期があり、₃歳
が₄歳になってしまう、１歳が₂歳になって
しまうというところのぎりぎりの方も出てき
たので、今あわてて健診の再開をかけたとこ
ろでしたが、なかなかコロナとの兼ね合いが
あり、苦労しながら各種事業をやっていると
ころです。
　またわたし共は各種発達相談もしています。
今は情緒の相談やことばが遅いなど、課の中
に心理士もいるので、心理士のサポートを受
けながら親御さんたちの相談ごとに合わせて
対応しているところです。₄月から何とかこ
の事業もスタートしました。コロナの時期は
１対１での相談をやっていましたが、₄月か
らは従来通りできるかどうかを検討し、考え
ていくところです。ただ子どもの発達、発育
については保育園や幼稚園のほうでもしっか
りと見ていただけるようになってきています。
　今₃歳児健診を受ける子がちょっと気にな
る、心配というところは保健師と連絡を取り
ながらお母さんたちの思いやつなぎを重視し
ながらなんとか携わっているところもありま
す。乳幼児についても切れ目なく、継続的に
支援できるように、一人一人の管理や相談に
応じることができるように何とか担当保健師
は努めているところです。
　八戸版ネイボラは令和₂年₈月に総合保健
センターに移転したことに合わせて、新たな
相談支援体制を作りました。わたし共がいる
子育て世代包括支援センターは₃階、同じフ
ロアにこども家庭相談室、₂階の教育委員会
に子ども支援センターがあります。この₃部
署が連携を取りながらやる仕組みです。
　例えば赤ちゃんを連れて相談に来たお母さ
んが小学校のお兄ちゃんの不登校の相談をし
たとすると、₂階の子ども支援センターの相
談員が₃階に出向いてくれる。また産婦さん
の夫のDVのことで困っている、どうしま
しょうとなると子ども家庭相談室の相談員が
一緒に相談に乗るという仕組みを作ったとこ
ろです。保護者の方が₂階です、そちらです

― ₅ ―



と動かないように何とか₃部署が連携してい
ます。保健・福祉・教育の₃か所の₃部署が
一体的に支援する相談支援体制が八戸版ネイ
ボラで、各専門職が連携を取りながら対応し
ましょう。月１回₃部署での会議や情報共有
というところで連携を図っているところです。
　八戸市の子育て世代包括支援センターの特
徴は、①全妊婦の面接および全乳児家庭への
訪問を目標に支援しているところです。②ま
た妊娠期から安心できるように地区担当保健
師制度をとっています。確実にその支援者と
つながる関係づくりに努めています。③保健
師のほかに看護師、助産師、栄養士、心理士
というのが課内にいるので、多職種による支
援を心がけて、多問題、養育の支援が必要な
方への支援の充実に努力しています。④市内
の産婦人科、医療機関と年１回情報交換会を
開催、連携を密にとり関係機関との連絡調整
というところにも図っています。⑤八戸版ネ
イボラとしてこの₃部署と連携し、一体的な
相談支援体制を充実していく。これが八戸市
子育て世代包括支援センターの特徴です。そ
して、今求められる子育て支援は妊産婦・乳
幼児・保護者の一人一人に寄り添った妊娠期
から子育て期までの切れ目のない支援を関係
機関と連携しながら行っていけるようにする
ことかと思っています。
　その他の事業として、八戸市女性健康支援
センター事業があります。中核市以上の事業
として平成2９年１月から実施しています。女
性健康支援センターを設置して、思春期から
更年期の女性の健康相談を保健師、助産師が
行っています。また₃月の女性の健康習慣に
合わせた女性の健康講座を開催しています。
同じように中核市以上の事業として不妊専門
相談センターを設置しています。不妊専門相
談センター事業は市内の医師会、産婦人科医
会のご協力のもと、産婦人科医師による不妊
専門相談を月１回行っています。当事業は八戸
圏域連携中枢都市圏事業として圏域₇町村の
方の相談も受け付けましょうと動いています。
　特定不妊治療費助成事業も中核市事業とし
て取り組んだところでしたが、今の₄月より

保険適応になると国がいいましたので、高額
医療費のかかる顕微授精や体外受精に要する
費用負担の経済負担は軽減されていくのかと
考えています。不育症検査費用の助成事業も
八戸市で令和₃年10月から実施していました
が、これも先進医療として保険が効かない流
産検体を用いた染色体検査の費用負担も、こ
の₄月から保険適応になりましたので、不育
症の方も経済負担が減るものと思います。
　ハイリスク妊産婦アクセス支援事業も平成
29年に県に事業に合わせて実施しています。
周産期母子医療センターがある青森県立中央
病院、弘前大学医学部付属病院、岩手医科大
付属病院の₃か所に妊産婦が通った場合の交
通費および宿泊費の一部の助成をすることで
取り組んでいます。
　今国では子ども家庭庁が令和₅年₄月１日
に設置して、各部署に分かれている子ども政
策に関する総合調整権限を一本化しようとい
うことで考えています。子どもの視点に立っ
た政策を立案、子どもの権利を保障して子ど
もを誰一人取り残さず、健やかな成長を社会
全体で後押しするのが狙いです。これに合わ
せて児童福祉法の一部を改正する法律案が今、
閣議決定し、国会に提出されています。これ
によって子ども家庭総合支援拠点、児童福祉
と子育て世代包括支援センター、母子保健の
組織を見直し、全ての妊産婦、子育て世代、
子どもへかかる一体的な相談支援を行う機能
を有する機関とする「子ども家庭センター」
の設置に努めること。これは令和₆年₄月ま
でに市町村への努力義務との文書が今入って
きていますので、今お話ししました子育て世
代包括支援センターもまた児童福祉の部署と
一緒に体制整備をして、今後また新たな内容
等を考えていくことになるのかと思っていま
す。　
　妊産婦・乳幼児に関する相談は「すくすく
親子健康課」のほうにお願いします。₄月に
課名が変わって間もないのですが、皆さんに
早く覚えていただけるようにスタッフ共々考
えていきたいと考えていますので、宜しくお
願いします。
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